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過電流イベント検出回路
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過過電電流流イイベベンントト検検出出回回路路

設設計計目目標標

入入力力 過過電電流流条条件件 出出力力 電電源源

Iload Min Iload Max IOC_TH IRelease_TH Vout_OC Vout_release VS VREF

1.5A 40A 35A 32A 2.8V 2.61V 3.3V 2.8V

設設計計のの説説明明

これは、一般に過電流保護 (OCP) と呼ぶ単方向電流センシング・ソリューションであり、スレッショルド電流を超える

とシステムをシャットオフする過電流アラート信号を生成できます。出力が、過電流出力スレッショルド電圧 (Vout_OC)
よりも低い指定の電圧 (Vout_release) を下回ると、システムは再起動します。 この構成例では、センシング範囲は

1.5A～40A であり、過電流スレッショルドは 35A (IOC_TH) に定義されています。 本システムは、電流が 32A
(IRelease_TH) 未満に低下すると、ALERT を HIGH に戻します。 電流シャント・モニタは 3.3V の電源レールから給電

されます。 ハイサイドとローサイドの両方のトポロジに OCP を適用できます。この記事で紹介するソリューションは

ハイサイド実装です。

デデザザイインン・・ノノーートト

1. CMPREF に分圧器を使用する場合、公差が小さく高精度の抵抗を使用し、電圧バッファを使用することを検討
します。 それ以外の場合は、低ドロップアウト・レギュレータ (LDO)、基準電圧回路、バッファ付き基準電圧回路
を使用して CMPREF に給電することを検討します。

2. デカップリング・コンデンサ (C1 など) を使用して、デバイスの電源が確実に安定するようにします。また、デカッ
プリング・コンデンサはデバイスの電源ピンにできるだけ近付けて配置します。

http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA297.pdf


RHyst =
2.8VF (32A × 4m3× 20V/V + 50mV)

vJA
= 47.5k3 

RHyst =
Vout _35A F (IRelease _TH × Rstandard  shunt × gain + VHyst _def )

IHyst

 

R2 = F VS

Vout _35A
F 1G × R1 = l3.3V

2.8V
F 1p× 33.2k3 = 5.9k3 

Vout _35A = IOC _TH × Rstandard  shunt × gain = 35A × 4m3× 20V/V = 2.8V  

Rstandard  shunt = 4m3 (standard 1% value) 

Rshunt =
Vout  max

gain × Imax

=
VS F 0.02V

gain × Imax

=
3.3VF 0.02V

20V/V × 40A
= 0.rrvs3 
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過電流イベント検出回路

設設計計手手順順

1. 与えられた 20V/V のゲインについて、Rshunt の値を計算します。最も近い標準抵抗値のシャントを使用します。
レールへの出力が早すぎることを避けるため、計算された値より低いシャントの使用を推奨します。

2. 過電流スレッショルドに対する電流シャント・モニタ出力の電圧を決定します。

3. R1 の標準抵抗値を選択し、R2 を求めます。

電力損失を最小化するため、kΩ またはそれ以上の抵抗を推奨します。計算から、抵抗 R1 および R2 について

33.2kΩ および 5.9kΩ を選択しました。

4. 適切なヒステリシスに必要な抵抗 (RHyst) を計算します。

http://www.tij.co.jp
http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA297.pdf


Time (s)
0.00 150.00u 300.00u

ALERT (V)

0.00

3.27

CMPIN (V)

0.00

3.02

LOAD (A)

10.00

35.40

VOUT (V)

0.00

2.83
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設設計計シシミミュュレレーーシショョンン

過過渡渡シシミミュュレレーーシショョンン結結果果

誤差を考慮して、Vout_OC は約 2.8V、Vout_release は約 2.61V と予測されます。

ハハイイササイイドド OCP ののシシミミュュレレーーシショョンン結結果果

このデバイスは、負荷が 35A に達したとき Alert ピンがアクティブ LOW になり、負荷が 32A 未満に低下すると

Alert が HIGH に戻ります。VOUT 電圧を拡大して調べ、予測される伝播遅延 0.4µs を考慮すると、デバイスの出

力は IOC_TH において 2.69V であり、理想的な出力 2.8V に対して誤差はわずか 0.39% です。Irelease_TH で、出力が

2.58V に低下すると Alert は HIGH に戻り、理想的な出力 2.61V に対して誤差はわずか 1.15% です。

http://www.tij.co.jp
http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA297.pdf
https://training.ti.com/getting-started-current-sense-amplifiers-session-5-understanding-different-types-error-current-shunt
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設設計計のの参参照照資資料料

TIの総合的な回路ライブラリについては、「アナログ・エンジニア向け回路クックブック」を参照してください。

過過電電流流保保護護回回路路のの主主要要ななフファァイイルル

このデザインのソース・ファイル

ハイサイド OCP Tina モデル

ローサイド OCP Tina モデル

「「Getting Started with Current Sense Amplifiers」」ビビデデオオ・・シシリリーーズズ (英英語語)

https://training.ti.com/getting-started-current-sense-amplifiers

電電流流セセンンスス・・アアンンププにに使使用用さされれてていいるる設設計計

INA381
VS 2.7V～5.5V
VCM GND - 0.3V～26V
VOUT GND + 5μV～VS - 0.02V
VOS ±100 (標準値)
Iq 250μA (標準値)
IB 80μA (標準値)

http://www.ti.com/product/INA381

設設計計のの代代替替電電流流セセンンスス・・モモニニタタ

INA301 INA302 INA303
VS 2.7V～5.5V 2.7V～5.5V 2.7V～5.5V
VCM GND - 0.3V～ 40V -0.1V～36V -0.1V～36V
VOUT GND + 0.02～VS - 0.05V GND + 0.015～VS -

0.05V
GND + 0.015～VS -

0.05V
VOS ゲインに依存 ゲインに依存 ゲインに依存

Iq 500μA (標準値) 850μA (標準値) 850μA (標準値)
IB 120μA (標準値) 115μA (標準値) 115μA (標準値)

コンパレータ シングル・コンパレータ デュアル・コンパレータ ウィンドウ・コンパレータ

http://www.ti.com/product
/INA301

http://www.ti.com/product
/INA302

http://www.ti.com/product
/INA303

http://www.tij.co.jp
http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA297.pdf
http://www.ti.com/analog-circuit/circuit-cookbook.html
http://proddms.itg.ti.com/stage/lit/sw/sboc520/sboc520.zip
http://proddms.itg.ti.com/stage/lit/sw/sboc519/sboc519.zip
https://training.ti.com/getting-started-current-sense-amplifiers
http://www.ti.com/product/INA381
http://www.ti.com/product/INA301
http://www.ti.com/product/INA301
http://www.ti.com/product/INA302
http://www.ti.com/product/INA302
http://www.ti.com/product/INA303
http://www.ti.com/product/INA303
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